
令和５年度 福島県奨学生（在学）募集の案内《追加募集》 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

１ 募集人員    ３５０名程度 

 

２ 貸与月額     

 

 

 

 

３ 貸与期間    令和５年４月から在学する学校の正規の修業期間 

 

４ 申込の方法   在学する学校を通して行います。 

           ① 申請に必要な書類を学校へ提出     月   日まで 

                   ↓ 

           ② 学校の推薦を得て申請へ     

                   ↓ 

           ③ 学校より申請書類を福島県へ 令和５年１０月１６日（月）必着 

 

５ 採用の決定   提出された書類により、選考作業を行い、奨学生として決定します。 

  採否については、学校を通して１２月初旬頃まで本人に通知します。 

  採用された場合は、誓約書の提出後、４月分まで遡り貸与開始となります。 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

区     分 国 公 立 私   立 

自 宅 通 学 の と き 18,000円 30,000円 

自 宅 外 通 学 の と き 23,000円 35,000円 

 

 ◆問合せ先◆  在学する学校又は福島県教育庁高校教育課（下記）まで 
 

〒960-8688    福島県福島市杉妻町2-16 

℡:024-521-7775(直通)    Fax:024-521-7973 

           

   

福福島島県県奨奨学学資資金金  
 

 

 

 本県奨学資金は、福島県出身の生徒又は学生であって、能力がある

にもかかわらず、経済的理由により修学困難と認められる者に対して

奨学資金を貸与し、もって教育の機会均等をはかり、健全な社会の発

展に資することを目的としております。 

 

高等学校・専修学校（高等課程） 

検索 福島県高校教育課 



＜応募資格＞ 

１ 各区分に応じ、次に掲げる条件を具備していること。 

(１) 高等学校（特別支援学校の高等部を含む。以下同じ。）又は修業年限２年以上の専修学校の

高等課程（福島県教育委員会で定める専修学校に限る。）の生徒であること。 

(２) 次に掲げる条件を具備していること。 

① 県内の高等学校、専修学校（高等課程）に在学する者については、県内に６ヶ月以上住所

を有していること。 

② 県外の高等学校、専修学校（高等課程）に在学する者については、入学又は転学するまで

県内に６ヶ月以上住所を有しており、かつ保護者が県内に６ヶ月以上住所を有しているこ

と。 

 

２ 在学学校より推薦を受けるには、次に掲げるすべての基準を満たしていることが必要です。 

【学 力】 

１年生・・・中学校における最終学年の全履修教科の評定を合計し、これを全履修教科数で割っ

た値（小数点第２位四捨五入）が 3.0以上であること。 

２・３年生・・・２年生は１年次、３年生は１・２年次の全履修科目の評定を合計し、これを全

履修科目数で割った値（小数点第２位四捨五入）が 3.0以上であること。 

専攻科・・・学年によらず直近２ヶ年分の全履修科目の評定を合計し、これを全履修科目数で割

った値（小数点第２位四捨五入）が 3.0以上であること。 

 

※１ 県立高校の入学者募集停止に伴う経済支援策（学力基準の緩和）を行っています。 

（平均評定は問わない。勉学に意欲があり、学業を修了できる見込みがあると学校長が認める者。） 

    

 

 

 

 

 

 

 

    

    

      

令和５年度入学者募集停止に伴う学力基準緩和対象　＊

入学者募集停止にかかる

高校及び学科（A）

対象となる高校及び学科

（B）
対象中学校（C） 対象期間

県立塙工業高等学校

工業科

県立白河実業高等学校

工業科

棚倉町立棚倉中学校、塙町立塙中学校、

矢祭町立矢祭中学校、鮫川村立鮫川中学校

令和５年度から

令和９年度

県立白河実業高等学校

農業科

県立修明高等学校

農業科

白河市立白河中央中学校、白河市立白河第二中学校、

白河市立東北中学校、白河市立白河南中学校、

白河市立五箇中学校、白河市立表郷中学校、

白河市立大信中学校、西郷村立西郷第一中学校、

西郷村立西郷第二中学校、西郷村立川谷中学校、

泉崎村立泉崎中学校

令和５年度から

令和９年度

＊　（A)の入学者募集停止により、（C)の生徒が（B)の高校及び学科に進学する場合、学力基準を緩和します。

 

令和２年度入学者募集停止に伴う学力基準緩和対象　＊

対象中学校（B） 対象期間

郡山市立御舘中学校
令和２年度から

令和６年度

鮫川村立鮫川中学校
令和２年度から

令和６年度

＊　（A)の入学者募集停止により、（B)の生徒が高校等に進学する場合、学力基準を緩和します。

入学者募集停止にかかる高校（A）

県立安積高等学校御舘校

県立修明高等学校鮫川校



 

※２ 県立高校の統合に伴う経済支援策（学力基準の緩和）を行っています。 

（平均評定は問わない。勉学に意欲があり、学業を修了できる見込みがあると学校長が認める者。） 

統合に伴う学力基準緩和対象

統合校（A） 対象中学校（B） 対象期間（C）

県立須賀川創英館高等学校
須賀川市立長沼中学校、須賀川市立岩瀬中学校、

天栄村立天栄中学校

令和４年度から

令和８年度

県立会津西陵高等学校
会津坂下町立坂下中学校、湯川村立湯川中学校、

柳津町立会津柳津学園中学校

令和４年度から

令和８年度

県立いわき湯本高等学校
いわき市立上遠野中学校、いわき市立入遠野中学校、

いわき市立田人中学校

令和４年度から

令和８年度

県立相馬総合高等学校 新地町立尚英中学校
令和４年度から

令和８年度

県立ふくしま新世高等学校

伊達市立伊達中学校、伊達市立梁川中学校、

伊達市立松陽中学校、伊達市立桃陵中学校、

伊達市立霊山中学校

令和４年度から

令和９年度

県立伊達高等学校 伊達市立梁川中学校
令和５年度から

令和９年度

県立二本松実業高等学校
二本松市立小浜中学校、二本松市立岩代中学校、

二本松市立東和中学校

令和５年度から

令和９年度

県立会津農林高等学校 喜多方市立山都中学校、喜多方市立高郷中学校
令和５年度から

令和９年度

県立南会津高等学校 南会津町立舘岩中学校、南会津町立南会津中学校
令和５年度から

令和９年度

＊　統合により、（B)の生徒が（A)の高校に進学する場合、学力基準を緩和します。

令

和

４

年

度

統

合

令

和

５

年

度

統

合

 

     

    ※１及び※２については、対象中学校は限られていますのでご注意ください。 

詳しくはお問い合わせください。 

 

 

 

 

【所 得】 

本人の生計を主として維持する者の１年間の総収入金額から必要経費及び特別控除額を差

し引いた所得金額が、規定する所得基準額以下であること。 

（詳細は、別紙「所得金額の求め方」をご覧ください。） 

～収入の目安～ ［父・母・高校生・中学生の４人家族の場合］ 

給与所得者の場合 給与所得者以外の場合 

７８５万円以下 ３３０万円以下 

       ※ 所得基準額は、家族の人数などによって異なります。 

  

 



＜貸与方法＞ 

  採用決定後、本人の口座に原則として毎月１０日（その日が土・日・祝日の場合はその日以後最初に 

金融機関が取引を行う日）に交付します。 

  なお、在学追加採用の初回の振込は、令和５年１２月末頃に４月～１２月分をまとめて交付する予定 

です。 

 

＜利子・保証人＞  

無利子・連帯保証人１名（原則保護者）・保証人１名 

 

＜注意事項＞ 

 １ 応募資格の条件を満たし、学校からの推薦を受けて応募いただくようになります。 

２ 他の貸与型奨学資金と併願することは可能ですが、同時に受けることはできません。採用後に他の

貸与型奨学金との併用が判明した場合は、奨学生決定当初に遡及して奨学生を取り消します。 

３ 過去に福島県奨学資金を全修学期間貸与された者又は現に貸与されている者は申し込みできません。 

４ 福島県奨学資金は、「在学採用」のほか、「緊急採用」「震災特例採用」もありますので、高校教 

育課までお問い合わせください。 


